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わが国における看護師を対象としたキャリア研究の動向（根木）
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【要　旨】

【目的】わが国における看護師のキャリア研究の動向から今日におけるキャリア研究課題を明

らかにすることを目的とする．

【方法】「医学中央雑誌 w e b 版」および「C i N i i」から「看護師」「キャリア」「研究」「キャ

リア研究」をキーワードとして抽出した 4 4 文献について，研究動向を整理したうえで，文献

内容をキャリア研究の「内容理論」「過程理論」に分類し検討した．

【結果】1 9 9 6 年以降，看護師のキャリア研究は，看護の高等教育化と専門分化，看護系大学

院の増加に伴いキャリア開発への関心が高まり増加していた．文献は内容理論と過程理論に

大別することができ，内容理論では，キャリアを概念定義する上では必要な自己概念や能力，

価値，興味など，看護師としての経験と実践能力との関連からキャリア構造を説明した研究

多かった．過程理論では，看護師のキャリア発達過程に特有な現象が追求されており，中堅

看護師，ベテラン看護師，男性看護師が注目されていた．また，専門分化と高等教育化に伴

いキャリア発達過程の変化が追求されていた．

【結論】看護師を対象としたキャリア研究の今後の課題として，新人看護師には，キャリアを

ドリフトさせないためのキャリアデザインが，ベテラン看護師にはキャリアプラトーの解決

にむけた研究の必要性が示唆された．
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 1．緒言

　かつてわが国では「キャリア」という言葉

は，エリート官僚を指す用語として，あるい

は，組織における昇進や昇格の累積や専門職

を意味する場合等，多義的に用いられていた

が，昨今，「キャリア」は，人の一生を通じ

た主に仕事や役割を中心とした経験と活動に

関連した文脈で語られている．厚生労働省で

は，キャリアは時間的持続性ないし継続性を

もった概念とし，キャリア形成とはキャリア

を積んだ結果として，職業能力が蓄積されて

いく１）と定義している．そして，厚生労働

省では雇用の流動化を受けて個人のキャリア

形成を支援する施策を展開し，企業も個人を

対象にした「キャリア・サポート」や「キャ

10根木・原・坂口.indd   93 2019/03/27   11:08:50



9 4

常葉大学健康科学部研究報告集　第 5 巻第 1 号

リア・カウンセリング」「キャリア・コンサ

ルティング」等，個人の生き方・働き方に対

する国民のニーズに呼応して新規ビジネス分

野として「キャリア産業」の開拓を始めた．

看護界においても同様で看護師を対象にした

商業誌でもキャリアをテーマに特集号が編集

される等，直近の 2 0 年近く，看護師におけ

る キ ャ リ ア 研 究 が 散 見 さ れ る こ と か ら，

「キャリア」は看護師の主要な関心であり続

けていることがうかがえる．

　実際の看護師のキャリア現象の 1 つであ

る働き方に目を転じれば，国家資格取得後，

新卒看護師の 9 6％が病院に就業し，年齢が

高くなるにつれ病院看護職員として就業する

者の割合が減少２）する．このことは，多く

の看護師は，病院組織という類似した環境下

で職業生活を開始するものの，年数を経ると

他の病院組織や福祉施設に異動する者や同一

組織内で部署を異動しながら継続する者と，

労働市場から撤退する者とに分かれていくこ

とを示している．このように，看護師個々の

経験と活動の累積であるキャリアは，当然の

ことながら，看護師個々人に固有の軌跡を描

く．看護師のキャリアを個々人の視点から捉

えることの重要性３）を指摘されているとこ

ろである．そこで，看護師個々人に固有の

キャリア現象を尊重し，固有のキャリア発達

を支援する立場に立った看護師のキャリア研

究課題を追求するために，文献から基礎資料

を得たいと考えた．

2．研究目的

　本研究の目的は，わが国における看護師の

キャリア研究の動向から今日におけるキャリ

ア研究課題を明らかにすることである．

3．方法

3.1．データ収集

　データ収集のためのデータベースは，「医

学中央雑誌 w e b 版」（1 9 8 3 年から 2 0 1 7 年）

および「C i N i i」とした．また，絞り込み条

件として会議録を除く，抄録あり，看護を設

定し A N D また O R を組み合わせて検索した．

キーワードは「看護師」と「キャリア」で

3 1 2 件，「看護師」と「研究」で 8 1 8 9 件，「キャ

リア」と「研究」で 1 3 4 3 件，「看護師」と「キャ

リア」と「研究」で 2 0 3 件，「看護師」と「キャ

リア研究」で 1 件，で合計 1 0 0 4 8 文献を得た．

こ の 中 か ら テ ー マ に 該 当 し な い 論 文 と レ

ビュー文献を除外し，看護師のキャリア研究

に言及した図書を加え最終的に計 4 4 件の文

献をデータとして採用した．

3.2．文献検討の方法

　文献検討に先立ち収集した文献の「発表

年」「文献の種類」「著者」「テーマ」「目的」

「対象」「方法」「結果」からなる文献カード

を作成した．その後，収集した文献を熟読し，

看護師のキャリア研究を益田 4）のキャリア発

達の内容理論と過程理論という枠組みを参考

に２つに分類整理して考察を加えた．

3.2.1. 用語の定義

　内容理論と過程理論は，渡辺５）がキャリ

ア発達理論の系譜を４つのアプローチ（①特

性論からのアプローチ，②精神力動からのア

プローチ，③発達論からのアプローチ，学習

理論からのアプローチ）に整理して説明して

いる。アプローチとは，各研究者がキャリア

行動を理解する際に注目するものを表したも

のである．これらを益田４）は，特性論から

のアプローチと精神力動からのアプローチは

内容理論のカテゴリーとし，発達論からのア

プローチと学習理論からのアプローチは過程

理論のカテゴリーと内容と過程による分類を
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説明されている．

内容理論：キャリア発達に与える影響要因，

個人の特性と環境の内容に焦点を

あてたもの

過程理論：キャリア形成をしていくプロセス

に関心を寄せ，そのありさまに焦

点をあてたもの

4．倫理的配慮

　文献の著作権を侵害することがないよう留

意し，出典を明記した．また引用は原則とし

て原文を用いて，要約に当たっては原文の意

味を損ねることがないよう留意した．

5．結果

5.1. 我が国における看護師のキャリア研究

の動向

　発行文献の年次推移を図 1 に示した．

　わが国において看護師のキャリアについて

の研究が初めて報告されたのは 1 9 9 6 年であ

り，2 0 0 5 年に 6 件，2 0 0 7 年には 7 件と続き，

2 0 1 5 年 以 降 は 2 0 件 を 超 え る 発 表 件 数 と

なっている．研究方法は，量的研究が 3 3 件

であり，質的研究は 11 件であった．量的研

究 は 3 3 件 で 調 査 対 象 者 数 は，1 9 7 名 ～

2 3 1 7 名であった．また，質的研究 11 件の

データは，主に半構造的面接方法により収集

されており，グラウンデッド・セオリーアプ

ローチ法や内容分析，ＫＪ法等を用いて分析

されていた．

5.2. 研究内容の分類

　看護師のキャリア研究の内容をみると，看

護師のキャリアそのものについて言及したも

のとキャリア発達のプロセスを追求したもの

に分類できたため，前者を「内容理論」，後

者を「過程理論」ととらえた．「内容理論」

は 11 件，「過程理論」は 3 3 件あった．（表 1）

　文献での説明で〔番号〕で示した数字は，

巻末に示した文献番号である．また，データ
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の【】，《》，「」で示した部分は，文献の原

文で使用されたものである．

5.2.1. 看護師のキャリア研究の内容

理論

　キャリア研究における内容理論とは，キャ

リア発達に対する所与の影響要因としての，

個人の特性と環境の内容に焦点を当てたもの

である．当該文献は 11 文献であった．

　看護師のキャリア形成と自己概念の関連や

専門看護師における自律性に影響を与える要

因や療養病床の看護職員のキャリア・アイデ

ンティティの測定など，看護師のキャリアを

職業的自己概念やアイデンティティに源流を

求め，職務に対する姿勢や成長欲求の強度，

内的動機づけとの関連から探究されていた

[ 8 ] [ 3 3 ] [ 4 4 ]．
　次に，救急看護師や指導者としての看護師

に必要な能力や看護実践能力と社会的スキル

の発達，また，看護師のキャリアパス別に必

要な能力や看護系大学院へ進学する看護師の

学習ニーズなど，看護師としての経験と実践

能力との関連からキャリア構造を説明した研

究があった [ 5 ]  [ 1 7 ] [ 2 4 ] [ 2 8 ] [ 3 0 ] [ 3 5 ]．
　看護師の職務キャリアを測定する尺度の有

用性を検討していた． [ 1 0 ] [ 1 5 ]

5.2.2. わが国の看護師のキャリア発達・形

成の過程理論

　キャリア研究における過程理論とは，看護

師がキャリアを形成していくプロセスに関心

を寄せ，そのありさまに焦点を当てたもので

あり，該当文献は 3 3 文献あった．

　1 9 9 6 年 に は じ め て 報 告 さ れ た 看 護 師 の

キャリア研究は，看護管理者のキャリア発達

の多様な経路についてライフコースとの関連

か ら 発 達 過 程 を 構 造 化 し た も の で あ っ た

[ 1 ]．1 9 9 9 年になると，シャイン９）のキャ

リア・アンカーのコンセプトを看護師のキャ

リア発達に援用した研究が報告されている．

看護師のキャリア志向には「安定性」，「他

者への奉仕」，「専門的・職能的能力」，「自

律性」，「創造性と企業家精神」の 5 パター

ンが確認され，ホワイトカラーと比較では，

看護師のキャリア志向には「他者への奉仕」

が特徴であることが見出されている．また，

キャリア志向の形成は多くの場合 1 0 年前後

の職務経験が必要であることを明らかにされ

た〔2〕．臨床看護師の経験に焦点を当てた

研究では，キャリア発達過程を分節し，Ⅰ期

からⅥ期というプロセスを踏むことが報告さ

れている [ 3 ]．キャリア志向の形成プロセス

と職務特性との関係を探求され，組織にとっ

て必要な人材育成は職務特性の適合を考慮し

た異動を計画，個人はキャリア志向の形成に

主体性を持つことを示唆された [ 4 ]．また，

看護師のキャリア発達の基礎としての「職業

継続の明確な意思」が存在することを明らか

にされたものや，キャリア形成に影響を及ぼ

す要因の特定も試みられ，経験年数，職務満

足度，職場におけるモデルやメンターの存在

が実証研究で明らかにされていた．現任教育

を介在した組織主導型の看護職のキャリア形

成から，組織・個人双方の相互作用を考慮し

た総合的な看護師個々人のキャリア支援シス

テムの構築の必要性も示されている [ 6 ] [ 9 ]
[ 1 8 ]．看護師の職業的アイデンティティの

発達過程とキャリア形成をからめて検討した

もの，男性看護師のキャリア形成を探求した

もの等がある [ 1 4 ] [ 2 1 ] [ 3 8 ]．
　キャリア発達段階別の検討では，キャリア

中期の看護師に焦点をあて研究されている報

告が多くみられた．専門・関心領域を明確に

している中堅看護師は，さまざまな人的環境

や物理的・心理的環境と相互作用しながら

キャリアビジョンの模索，決定の段階にある

ことが示されている．また，配置転換によっ

て個人が成長のプロセスを認識することが中

堅看護師の職業アイデンティティの発達につ

ながること明らかにされていた．さらに，大
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学・短大に所属する新人教員の職業経験の特

徴 を 探 索 し た 研 究 も 報 告 さ れ て い る [ 11 ]
[ 2 2 ] [ 2 5 ] [ 2 6 ]．ベテラン看護師を対象にし

た研究課題は，看護実践能力の伸び悩みや

キャリア発達のプラトー現象に関するもので

あった [ 1 3 ] [ 3 9 ]．
　1 9 9 5 年に認定看護師を制度化して以降，

看護の専門分化が急速に進歩・発展してい

る．専門分化とキャリア発達に関する検討も

多く，救急部門や手術部門に働く看護師や認

定看護師・専門看護師のキャリア発達につい

て探索されていた [ 7 ] [ 1 9 ] [ 3 2 ]．
　新人看護師や初期キャリア看護師，中堅看

護職者に焦点をあて背景要因や看護師長によ

るサポートとの関連を探索し，個々人が職業

人としてキャリア形成に主体的な取り組み，

それぞれの段階に応じた職業発達を遂げてい

るかについて，縦断的な変化を明らかにして

い く 必 要 性 を 示 唆 し て い た [ 2 3 ] [ 2 9 ] [ 3 6 ]
[ 4 2 ]．また，キャリア中期の「看護実践の

承認」の要素として，『自己の気づき』『行

動の認識』の 2 側面があり，個々人の内面

を肯定的なフィードバックを行うことの重要

性を明らかにされた [ 1 6 ] [ 4 3 ]．
　看護師の職業継続意思に所与する影響要因

として，看護に対するやりがいや職場環境の

整備，人間関係の構築，ワークライフバラン

ス へ の 支 援 の 必 要 性 を 示 唆 し て い た [ 3 1 ]
[ 3 7 ] [ 4 1 ]．
　報告数は少ないが，助産師のキャリア開発

に対するニードと関連要因，キャリア継続支

援のため精神健康と労働時間の関連，職務満

足度と思考特性や職業経験の質との関連など

キャリア形成するため自己のニードに合わせ

た キ ャ リ ア 開 発 の 必 要 性 を 示 唆 し て い た

[ 1 2 ] [ 2 7 ] [ 3 4 ]．
　報告数は少ないが，病院看護管理者のキャ

リア形成上の課題や看護基礎教育課程に在籍

する学生の就職先選択なども報告されていた

[ 2 0 ] [ 4 0 ]．

　一方，看護師を対象としたキャリア・カウ

ンセリングに関する課題は見当たらなかっ

た．

6．考察

6.1. わが国における看護師のキャリア研究

の動向 

　わが国では，1 9 7 0 年代に入り「キャリア

開発」，「人材育成」が日本の企業の中で論

じられるようになった．看護師のキャリアに

ついて 1 9 9 0 年代に入り，保健医療を取り巻

く環境変化に伴い，専門性の高い看護ケアの

提供を求められるようになりはじめて取り上

げられるようになった．看護の高等教育化と

専門分化に伴い，キャリア開発への関心が高

まり看護師のキャリア研究が増え，2 0 0 3 年

からキャリア研究数が増加傾向にある．これ

は，2 0 0 2 年に医療法施行規則改正され，医

療の安全の確保する研修の規定６），2 0 0 3 年

ジェネラリストに求められる能力について

「ジェネラリストの標準基準クリニカルラ

ダー」３）が提示されたこと，さらに，看護系

大学院の増加を受け，看護師長クラスが臨床

での疑問をテーマとして大学院へ進学する

ケースが増えた７）こともキャリア研究が増

加している要因であると考えられる．

6.2. わが国における看護師のキャリア研究

における内容理論

　看護師のキャリア発達に対する所与の影響

要因として，研究者たちは看護師のキャリア

発達に関する自己概念や能力，価値，興味な

ど個人特性を評価していた．

　スーパー８）は「職業的発達を生涯を通し

て自己実現していく過程」や，シャイン９）

は「生涯を通しての人間の生き方・表現であ

る」と定義している．看護師のキャリアは，

看護職を通し，自己成長し，専門職業人とし

てのキャリアを高めると捉える．しかし、益
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田 10）によると，多くの青年はスーパーのキャ

リア発達理論がいうところの探索期の重要な

発達課題である，自らの興味，スキル，能力

の統合がうまくできず，特定のキャリア目標

を設定することができない状態にとどまりが

ちであると示唆している．そして、多くの文

献では、看護師のキャリア発達を阻害する職

場環境や人間関係等明らかにされている．し

かし，阻害するものに対し乗り越えていく個

人のキャリア支援に対する文献がみられな

かった．キャリア成熟の概念である各発達段

階に固有する発達課題を成功裏に解決ないし

移行するに足る能力に関し基礎研究の積み上

げが課題である．

6.3. わが国の看護師のキャリア発達の過程

理論

　看護師のキャリア発達の過程と，環境要件

の変化等の研究が多く関心が寄せられてい

る．具体的テーマとしては，キャリア探索や

キャリア選択，キャリア成熟，キャリア・ア

ダプタビリティ，意思決定スタイルとプロセ

ス，キャリア不決断，意思決定に関する自己

効力感，キャリアに関する信念と思考等が分

析対象として俎上に上る．本文献検討の対象

文献にもキャリア選択やキャリア成熟が議論

されており，シャインの組織心理学における

キャリア研究のキャリア・アンカーという概

念からの組織と個人の相互作用と個人の発達

を促すことに価値をおく，過程理論を踏襲し

ていたことがわかる．

　看護師を対象としたキャリア研究で最多

は，キャリア中期にある看護師のキャリ発達

であった．キャリア中期看護師の定義につい

て，3 年以上や 5 年以上，また専門領域の発

見と確立という観点から，臨床経験 5 ～ 2 0
年と示す文献もあり，キャリア中期の定義は

明確ではない．その背景には，結婚・出産・

育児等のライフイベントの時期にあることか

ら，労働市場を一時撤退するか，継続するか，

キャリア選択の決断や，人生の節目の時をど

うマネジメントするかといったトランジショ

ン（過渡期）・マネジメントの問題を抱えて

いることを示していた．中堅看護師の課題は

ワークライフバランスのデザインでもあり，

キャリアをドリフトさせないために研究の深

化が期待されるところである．また，いわゆ

るベテラン看護師といわれる人々のキャリア

発達過程も課題を抱えている．本文献検討で

はキャリアプラトー現象を取り上げたものが

散見されたが，定年延長の時代を視野に入れ

ると，今後の一大テーマとなりうる．キャリ

ア成熟は 4 0 年以上も研究され，多くの指標

が生み出されてきたにもかかわらず，定義の

内容やキャリア成熟指標が何を測定している

についてさまざまな議論がある 10）．キャリア

指標は知的能力を測定しているだけであり，

特定のキャリア発達段階における課題や転機

に対処するレディネスを測定しているとはい

えないというのである．看護師におけるキャ

リア成熟の議論も基礎研究の積み上げが求め

られる．

7．結論

１） 1 9 9 6 年以降，看護師のキャリア研究は，

看護の高等教育化と専門分化，看護系大学

院の増加に伴いキャリア開発への関心が高

まり増加していた．

２） 文献は内容理論と過程理論に大別でき

た．

３） 内容理論では，看護師の職業的自己概念

や能力，価値，興味など心理学的に看護師

の個人特性を評価されていた．

４） 過程理論では，看護師のキャリア発達過

程に特有な現象が追求されており，中堅看

護師，ベテラン看護師，男性看護師が注目

されていた．また，専門分化と高等教育化

に伴い，キャリア発達過程の変化が追求さ

れていた．
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５） 看護師を対象としたキャリア研究の今後

の課題として，新人看護師には，キャリア

をドリフトさせないためのキャリアデザイ

ンが，ベテラン看護師にはキャリアプラ

トーの解決にむけた研究の必要性が示唆さ

れた．
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